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　庄
原
市
口
和
町
と
三
次
市
君
田
町
を

結
ぶ
備
北
西
部
地
区
農
道
の
工
事
が
完

了
し
、
口
和
～
君
田
区
間
（
総
延
長

6
5
2
2
㍍
）が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　工
事
は
口
和
、君
田
の
両
側
か
ら
ス
タ

ー
ト
、今
年
３
月
に
全
て
の
工
事
が
完
了

し
、７
月
９
日
に
県
か
ら
市
に
引
き
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　こ
の
農
道
は
、県
が
備
北
西
部
地
区
広

域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
に
よ
り
平

成
７
年
度
か
ら
工
事
を
開
始
し
た
も
の

で
①
事
業
地
区
の
各
生
産
団
地
と
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、堆
肥
処
理
施
設
、

水
稲
の
育
苗
施
設
な
ど
の
農
業
施
設
を

結
び
、生
産
か
ら
集
出
荷
に
至
る
流
通
条

件
を
改
善
す
る
②
畜
産
廃
棄
物
を
堆
肥

処
理
施
設
で
集
中
処
理
し
、野
菜
団
地
へ

有
機
肥
料
と
し
て
安
定
供
給
を
図
る
、こ

と
を
目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
農
道
の
開
通
に
よ
り
、既
存
の
道

路
に
比
べ
て
口
和
～
君
田
間
が
近
く
な

り
、幅
員
も
広
く
、急
傾
斜
や
急
カ
ー
ブ

が
解
消
さ
れ
、安
全
走
行
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　三
次
市
と
の
境
に
は
、延
長
１
９
７
㍍

の
厳
島
大
橋
が
架
か
り
、壮
大
な
景
色
を

眺
め
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
に
も
最
適
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

全
線
開
通

口
和
・
君
田
が
間
近
に

農
村
整
備
課
管
理
係
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　市
は
、三
楽
荘
保
存
活
用
検
討
委
員
会（
委

員
15
人
、野
原
建
一
委
員
長〔
県
立
広
島
大

学
名
誉
教
授
〕）を
設
置
し
、平
成
21
年
７
月

に
取
得
し
た「
三
楽
荘
」（
東
城
町
東
城
）の

保
存
活
用
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、こ

の
た
び
、そ
の
方
針
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　平
成
20
年
に
策
定
し
た「
東
城
ま
ち
な
み

再
生
報
告
書
」で
定
め
た
理
念
や
将
来
像
、

事
業
推
進
の
方
針
に
沿
っ
て
、三
楽
荘
の
文

化
的
な
価
値
や
歴
史
、現
状
を
踏
ま
え
、三

楽
荘
保
存
活
用
の
コ
ン
セ
プ
ト（
基
本
的
な

考
え
方
）や
保
存
活
用
を
進
め
る
３
つ
の
柱

を
設
定
し
ま
し
た
。

●
東
城
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
、誇
り
あ

る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

※
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
は
、象
徴
的
建
物
の
こ
と

●
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
登
録

●
歴
史
・
文
化
資
料
な
ど
展
示
館
と
し
て
の

　活
用

●
東
城
ら
し
い
町
屋
の
お
も
て
な
し

　三
楽
荘（
旧
保
澤
家
）は
、時
代
と
と
も
に

酒
造
や
醤
油
造
、旅
館
業
と
生
業
が
変
遷
し

て
き
ま
し
た
が
、も
っ
と
も
に
ぎ
わ
い
、華

や
か
だ
っ
た
明
治
末
期
か
ら
、昭
和
初
期
の

商
家
の
時
代
へ
の
復
元
を
前
提
と
し
て
保

存
・
維
持
、活
用
し
ま
す
。

　当
面
は
、歴
史
・
文
化
資
料
展
示
室
の
資

料
な
ど
の
準
備
期
間
な
ど
を
含
め
、市
が
直

営
で
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

　将
来
的
に
は
、目
的
に
沿
っ
た
運
営
を
前

提
に
、よ
り
効
果
的
、効
率
的
な
管
理
運
営

の
あ
り
方
を
検
討
し
、維
持
管
理
運
営
の
経

費
の
コ
ス
ト
削
減
と
魅
力
あ
る
運
営
実
現

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、適
正
な
維
持
管
理
や
運
営
を
進
め

て
い
く
上
で
、学
識
経
験
者
や
市
民
が
参
画

し
た
運
営
協
議
会
の
設
置
も
検
討
し
ま
す
。

三
楽
荘
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
東
城

支
所
地
域
振
興
室
（
鈎
0
8
4
7
7
‐
2
‐

5
0
0
3
）ま
で
。

三楽荘保存活用報告書に係る市民報告会

保存活用を進める事業展開の３つ柱

基
本
的
考
え
方

管
理
運
営
に
関
す
る
考
え
方

保
存
活
用
を
進
め
る

　
　事
業
展
開
の
３
つ
の
柱

保
存
・
維
持
・
活
用
に

　
　向
け
て
の
整
備
方
針

登録有形文化財への登録
文化財としての特性を

生かした施設

歴史・文化資料等展示館
としての活用

市民の文化活動を支援する施設

東城らしい町屋の
おもてなし
人々が集う施設

三楽荘保存活用のコンセプト

東城の歴史と文化を伝える、誇りあるランドマーク

三
楽
荘
の
保
存
活
用
方
針
を
示
す

三
楽
荘
保
存
活
用

検
討
委
員
会

報
告


